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事務事業評価シート
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１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

資料を収集し、整理し、保存して市民の利用に供し、そ
の教養醸成、調査研究、レクリエーションに寄与します。
また、各種催し物を企画、実施して図書（読書）へのきっ
かけ作りを行います。あわせて、すべての利用者に等し
くサービスの提供が図れるようにします。

H.29年度（事業量・取組実績） H.30年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

入館者数：２７４，９７５人
貸出冊数：５４１，５３１冊
貸出件数：１３６，７０５件
移動図書館巡回：延７４６回
　　　　　　　　　　（３３箇所）

学校図書館支援：延２８回訪
問

カウンター業務等委託料
　　　　　　　３６，８９２千円

図書等購入費： 9,000千円
雑誌等購入費： 1,293千円

・資料の収集・整理・保存
・資料の貸出（予約・読書案
内）
・レファレンスサービス
・移動図書館の運営
・学校図書館支援

カウンター業務等を民間委託
し、良質な図書館サービスを
効果的に提供します。

図書等購入費： 9,000 千円
雑誌等購入費： 1,446 千円

H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画) H.33年度(事業計画)

図書館サービスの
実施

図書館サービスの
実施

図書館サービスの
実施

事業内容

(H.30)No. 5170 (H.29)No. 5170

事務事業名 図書館運営費
会計区分 事業コード 507502
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 図書館費

担当部局名 担当室名 室長名 社会教育費 （小事業名）

生涯学習・生涯スポーツの推進
市民の学習機会を保障するとともに、文化の発展に寄
与します。

施 策 生涯学習

重点プロジェクト

教育委員会事務局 図書館 松本　孝寿 図書館費 図書館運営費

総
合
計
画

政 策 豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち 事業目的（めざす効果）

基本施策

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)

H.33年度(計画予
算)H.28繰越分 H.29現年分

①直接事業費 48,593千円 50,000千円 51,000千円 52,000千円

H.29年度（決算見込） H.30年度(作成時予算額)

H.29繰越分 H.30現年分

49,000千円

人
工
数

職員 2.00人

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　）

14,800千円 14,800千円 14,800千円

①+②総事業費 0千円 63,393千円 64,800千円 65,800千円 66,800千円

0千円 14,800千円

0千円 63,800千円

②概算人件費 0千円 14,800千円

2.00人 2.00人 2.00人

臨時職員等

2.00人

地方債

一般財源 0 48,593 50,000 51,000 52,0000 49,000

 【選択肢】　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合（予定含む）、休止（予定含む）、廃止（予定
含む）、事業完了（予定含む）

継続（拡大）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

カウンター業務等を委託している民間事業者と協働して図書館サービスの向上を図り、一人でも
多くの市民の利用に結びつけることにより、市民の多様な学習意欲に応えられる図書館サービ
スを展開します。

第三次名張市子ども読書活動推進計画

４．担当室による事務事業の点検

入館者数、貸出冊数、貸出件数とも前年度を下回りましたが、市民一人当たりの貸出冊数は 、県下１４市の中で第３位の水準にあります。
限られた資料費を有効に活用し、また、県内外の図書館とのネットワークを活用した相互貸借により、利用者の要求に最大限応えた結果と考え
ています。

考察（H.29年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）


